
「後方搬送」の神奈川モデル
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後方支援病院確保チーム

後方支援病院への支援後方搬送マッチングシステム

後方搬送調整チーム1

2

3
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※後方搬送・・・新型コロナウイルス感染症入院患者受入医療機関から新型コロナウイルス感染症から回復した後も引き続き入院管理が必要な患者を転院搬送すること。
※後方支援病院・・・新型コロナウイルス感染症から回復した後も引き続き入院管理が必要な患者を受け入れる医療機関。
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「後方搬送」の神奈川モデル
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※搬送元となる医療機関・・・新型コロナウイルス感染症入院患者受入医療機関
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「後方搬送」の神奈川モデルの仕組み
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後方搬送
マッチングシステム

マッチング

神奈川県（後方搬送調整チーム）

搬送元病院
（新型コロナ患者受入医療機関）

後方支援病院
（回復後患者受入医療機関）

患者情報 受入可能情報

＊マッチング結果に基づいて当事者で直接最終調整
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☆説明内容
・後方支援病院での患者受入の重要性
・エビデンスに基づく退院基準と安全性
・補助制度、診療報酬増等のインセンティブ
・後方支援病院の認定までの手厚いフォロー

〇業務内容
1月中旬から候補となる医療機関に対し、リモートや訪問、関係団体のWeb会

議等を活用し、後方支援病院の必要性等を説明。

後方支援病院数の増加

2020.12月末 55病院
2021. 2月末 116病院

後方支援病院の確保について（後方支援病院確保チームについて）

〇後方支援病院確保チームの創設
担当者２名（県職員）。神奈川モデル構築時の調整経験者を再招集。
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後方搬送調整について（後方搬送調整チームについて）
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１．人員体制
県職員で対応。担当者２名。医療機関調整業務の経験者等を招集

２．業務内容
後方搬送調整を支援する体制構築
・各後方支援病院の詳細情報の調査登録
・マッチングアプリの作成、依頼に基づく後方搬送調整の実施
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後方搬送調整について（流れについて）
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主担当 後方支援病院 搬送元病院 搬送調整班（県）
後方支援病院

後方支援病院
搬送元病院

搬送元病院

インタフェース kintone Kintone 電話/kintone 電話/kintone ー

使用アプリ 受入可能病床管理
下り搬送に係る調査

搬送調整依頼 受入可能病床管理 搬送調整依頼 搬送調整依頼

概要 受入可能な医療機関は、
受入可能病床数や受入体
制に変更があった場合更新す
る。

搬送したい患者情報を
kintoneに登録し、必要
に応じて県に依頼する。

患者情報を確認し、条件
に合致する医療機関と調
整を行う。

搬送確定前に、医療機関
間で患者情報を確認し、
搬送時間を調整する。

搬送手段を手配し、患者
を搬送する。

作業内容 受入可能病床数の更新・
登録

基礎情報・受入体制更新

患者情報の登録
県への依頼
（自院で直接調整する
ことも可能）

患者情報の確認
医療機関の検索および
調整

患者情報の確認
搬送時間の調整

搬送

データ項目  医療機関名
 受入可能時期
 受入病床数など

 性別・年齢
 搬送先の市区町村
 発症日・入院日
 その他症状など

 搬送先の医療機関名 ■搬送日時

①受入病床数報告等 ②搬送依頼 ③搬送調整 ④病院間調整 ⑤調整完了・搬送
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後方支援病院 記入項目①
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後方支援病院 記入項目②
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搬送元病院 記入項目
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